
二村 千津子
ふたむら ち づ こ

中京テレビ「ズームイン！SUPER」、テレビ朝日「羽鳥慎一
モーニングショー」などの気象キャスターを経て、平成29年
４月よりNHK福井「ニュース
ザウルスふくい」で気象情
報を担当。趣味は御朱印巡
りと酒蔵巡り。ダムカードも
少しずつ増えてきている。つ
まり巡るのが好き。

秋のお彼岸と言えば…「おはぎ」秋のお彼岸と言えば…「おはぎ」

私が住んでいる
福井県には、九

く

頭
ず

竜
りゅう

湖というダム湖
があり、県内でも
いち早く紅葉がス
タートします。10月

も中旬にさしかかると、わくわくしてきます。
「秋はダムから」と思って楽しみにしているのです
が、皆さんのお住まいの地域はいかがですか？

業の目安でした。農作業に携わっていなくても、この
七十二候に注目して、生活をしていると、普段何気な
く通り過ぎている道端に咲いている花で季節を感じ

たり、目の前を飛んでいく鳥が燕だ！と気づいたり、
発見をすることが増えてきます。是非、皆さんにも発
見をしてほしいと思い、一覧表を作成してみました。

９月23日は秋分の日です。秋のお彼岸の中日です。「暑
さ寒さも彼岸まで」という言葉を耳にすることも多いと思
いますが、実際のところはどうでしょう。
９月23日の各地の最高気温の平年値をみてみると、

北国の札幌や仙台では25度を下回る日が増えて、秋風
を感じる日も増える時期といえそうです。一方で、東京や
私が住んでいる福井、それから西日本各地は25度以上
で、まだまだ半そでの出番の日も多く、残暑を引きずる時
期です。沖縄・那覇にいたっては、ようやく30度を下回る
ころ。ある意味、真夏日は彼岸まで…といえるかもしれま
せんね。確実なのは、この日から昼よりも夜の時間の方
が長くなっていきます。一方で、昼の時間が長くなってい
くのが春分。春のお彼岸の頃の最高気温はというと、札
幌は５度、そのほかも秋のお彼岸の頃と比べると那覇を
のぞいては12～3度の開きがあるのが少し意外です。

この秋分や春分を「二十四節気」といいます。太陽の
動きをもとに、１年を24の季節にわけて名付けられた
ものです。立春、立夏など、耳慣れたものから、小

しょう

満
まん

や

雨
う

水
すい

など、あまり認知されていないものもあります。余談
ですが、私は、気象の仕事に携わるまで、恥ずかしなが
ら啓

けい

蟄
ちつ

が読めませんでした。二十四節気は表のように、
春夏秋冬がそれぞれ６つの暦に分けられます。二十四節
気では立春が１年のスタート。暦の上では春がスタート
するわけですが、実際は２月４日の立春の頃は、寒さが
最も厳しいころでもあり、なかなか「春が始まった」とは
感じづらいです。それも寒さの底から少しずつ気温が上
向きになる、という意味では春の始まりと言えそうです。
また、立春を過ぎると、早春の中でも早い花が咲きだ
し、フキノトウが顔を出し…と、なんだかんだと「もうそん
な時期か」と季節を感じられるようになります。

また、気象庁が発表する情報でも、この二十四節気を
発表の目安にしているものもあります。
例えば、東京地方と近畿地方で発表される「木枯らし

１号」は、期間の定義があるのですが、東京地方は「晩
秋から初冬にかけて」という定義、近畿地方は「霜降か
ら冬至にかけて」としています。また、春一番も「立春か
ら春分まで」という期間を設けています。また「秋雨前
線」という言葉も、「立秋も過ぎたし、使ってもいいかな」
なんて思ったりもします。

そして、気象キャスターが季節の移り変わりに注
目するもう一つの暦が「七十二候」と言われるもので
す。七十二候は、二十四節気をさらに３つに分けたも
のです。花や鳥など動植物の動向や自然現象がその
まま表されているのが特徴です。たとえば「鴻

がんきたる

雁来」
や「菊

きっ

花
か

開
ひらく

」など。昔からこの七十二候も大切な農作

気象キャスターの一番の使命は、気象災害で命を落
とすことがないように危険を知らせ、身を守る行動をとっ
てもらうことだと思っているのですが、穏やかな日には
空を見上げる楽しさや、季節を肌で感じる楽しさをお伝
えするのも、気象情報を身近に感じてもらうために大切
なことだと思っています。二十四節気を大切にして、そろ
そろあれが咲くかなとか、あいつが鳴くかな…と考えて
いると１年があっという間です。皆さんもぜひ、暦に敏

感になって、積極
的に季節を楽しん
でみてください。私
は、秋分のころに
なるとある香りを鼻
で探し始めます。そ
う、金

きんもくせい

木犀が香り
だすのです。

そして寒
かん

露
ろ

（今年は10月８日）を過ぎるとそろそろか
な…と気になりだすことがあります。

暦を知ると暮らしが楽しい暦を知ると暮らしが楽しい
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九頭竜湖（福井県大野市）9月23日の最高気温
（℃）

〈平年値〉

3月21日の最高気温
（℃）

〈平年値〉
札　幌 20.9   5.0
仙　台 23.0 10.1
東　京 25.2 14.2
福　井 25.8 12.5
大　阪 27.7 14.5
福　岡 27.1 15.2
那　覇 29.8 22.3
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秋分の日、春分の日の最高気温の平年値

※読み方は、諸説あります。
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